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議案第１号 南丹都市計画用途地域の変更（南丹市決定）について 

 

 

都市計画法第２１条第２項において準用する同法第１９条第１項の規定により、 

下記のとおり付議します。 

 

 

記 

 

南丹都市計画用途地域の変更（南丹市決定）（案） 計画書 

 

南丹都市計画用途地域を次のように変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「種類、位置及び区域は計画図表示のとおり」 

 

 

約 23.4 ha  6／10以下  4／10以下 － － 10ｍ 4.0

約 75.8 ha  8／10以下  5／10以下 － － 10ｍ 13.0

約 54.3 ha 10／10以下  6／10以下 － － 10ｍ 9.3

小 計 約 153.5 ha 26.3

第一種住居地域 約 182.3 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 31.3

第二種住居地域 約 57.8 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 9.9

近 隣 商 業 地 域 約 22.3 ha 20／10以下  8／10以下 － － － 3.8

準 工 業 地 域 約 72.6 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 12.5

工 業 地 域 約 6.6 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 1.1

合 計 約 582.7 ha 100.0

第 一 種 低 層
住 居 専 用 地 域

第 二 種 低 層
住 居 専 用 地 域

約 2.6 ha

種　　　類
建築物の延べ面
積の敷地面積に
対 す る 割 合

建築物の建築面
積の敷地面積に
対 す る 割 合

外 壁 の 後
退 距 離 の
限 度

建 築 物 の
敷地面積の
最 低 限 度

建 築 物 の
高 さ の
限 度

備　考
（％）

ha 20／10以下  6／10以下 －

10／10以下  6／10以下

－ － 9.3

第 二 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

約 32.4 ha 20／10以下 － － 5.6 6／10以下 －

第 一 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

約 52.6

－ － 10ｍ 0.4

面　　積
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参 考 

新 旧 対 照 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ゴシック部分が変更対象箇所 

 

 

 

 

 

約 23.4 ha 約 23.4 ha  6／10以下  4／10以下 － － 10ｍ 4.0

約 75.8 ha 約 75.8 ha  8／10以下  5／10以下 － － 10ｍ 13.0

約 54.3 ha 約 54.3 ha 10／10以下  6／10以下 － － 10ｍ 9.3

小 計 約 153.5 ha 約 153.5 ha 26.3

第一種住居地域 約 182.3 ha 約 182.2 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 31.3

第二種住居地域 約 57.8 ha 約 57.8 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 9.9

近 隣 商 業 地 域 約 22.3 ha 約 22.3 ha 20／10以下  8／10以下 － － － 3.8

準 工 業 地 域 約 72.6 ha 約 55.7 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 12.5

工 業 地 域 約 6.6 ha 約 6.6 ha 20／10以下  6／10以下 － － － 1.1

合 計 約 582.7 ha 約 565.7 ha 100.0

第 二 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

約 32.4 ha 20／10以下約 32.4 ha

0.4

 6／10以下 －

－ － 5.6

－ － 9.3

－

20／10以下

 6／10以下 －

－ 10ｍ

約 52.6 ha
第 一 種 中 高 層
住 居 専 用 地 域

約 52.6 ha

ha

第 一 種 低 層
住 居 専 用 地 域

約 2.6 ha 10／10以下  6／10以下

種　　　類
建築物の延べ面
積の敷地面積に
対 す る 割 合

建築物の建築面
積の敷地面積に
対 す る 割 合

外 壁 の 後
退 距 離 の
限 度

建 築 物 の
敷地面積の
最 低 限 度

建 築 物 の
高 さ の
限 度

備　考
（％）

面　　積

現行計画案

第 二 種 低 層
住 居 専 用 地 域

約 2.6
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理 由 書 

 

本都市計画は、南丹市城南町下サメ川地区及び園部 IC 北地区において、京都府が予定し

ている市街化区域及び市街化調整区域の区域区分に関する都市計画の見直しに合わせ、計

画的で合理的な土地利用を誘導し良好な市街地環境の形成を図るため、用途地域の変更を

行うものである。 
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南丹都市計画（南丹市）
用途地域の変更（案）　総括図
縮尺　１：１０,０００

凡　例

変更区域
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道路
界
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河
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界道路中心界

南丹市 -1 ②

変更前

―

変更後

準工業地域
200/60

面積　約 2.7 ha

南丹市 -1 ①

変更前

―

変更後

第一種住居地域
200/60

面積　約 0.1 ha

N

凡　例凡　例

変更区域変更区域

市街化区域及び用途地域界 (現行 )市街化区域及び用途地域界 (現行 )

第一種住居地域第一種住居地域

第二種住居地域第二種住居地域

第二種中高層住居専用地域第二種中高層住居専用地域

準工業地域準工業地域

工業地域工業地域

南丹都市計画（南丹市）
用途地域の変更（案）　計画図

南丹市 -1
縮尺　１：２,５００
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市街化区域
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N

凡　例凡　例

変更区域変更区域

市街化区域及び用途地域界（現行）市街化区域及び用途地域界（現行）

準工業地域準工業地域

第二種住居地域第二種住居地域

第二種中高層住居専用地域第二種中高層住居専用地域

南丹都市計画（南丹市）
用途地域の変更（案）　計画図

南丹市 -2
縮尺　１：２,５００
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議案第２号 南丹都市計画特別用途地区の変更（南丹市決定）について 

 

 

都市計画法第２１条第２項において準用する同法第１９条第１項の規定により、 

下記のとおり付議します。 

 

 

記 

 

南丹都市計画特別用途地区の変更（南丹市決定）（案）について 

 

南丹都市計画特別用途地区を次のように変更する。 

種      類 面積 備     考 

特定大規模小売店舗制限地区 

約 22.3ha 近隣商業地域全域 

約 72.6ha 準工業地域全域 

合計 約 94.9ha  

「位置及び区域は計画図表示のとおり」 
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参 考 

新 旧 対 照 表 

 

種      類 
面積 

備     考 
計画案 現行 

特定大規模小売店舗制限地区 

約 22.3ha 約 22.3ha 近隣商業地域全域 

約 72.6ha 約 55.7ha 準工業地域全域 

合計 約 94.9ha 約 78.0ha  
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理 由 書 

 

本都市計画は、南丹市城南町下サメ川地区及び園部 IC 北地区において、京都府が予定し

ている市街化区域及び市街化調整区域の区域区分に関する都市計画の見直しに合わせ用途

地域の変更を行うことから、計画的で合理的な土地利用の誘導と良好な市街地環境の形成

に向けて、都市構造に影響を及ぼす恐れのある特定大規模小売店舗の立地を制限する必要

があるため、特別用途地区（特定大規模小売店舗制限地区）の変更を行うものである。 
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南丹都市計画（南丹市）
特別用途地区の変更（案）　総括図

縮尺　１：１０,０００

凡　例

変更区域
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特定大規模
小売店舗制限地区
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N

凡　例凡　例

変更区域変更区域

特定大規模小売店舗制限地区特定大規模小売店舗制限地区

南丹都市計画（南丹市）
特別用途地区の変更（案）　計画図

南丹市 -1
縮尺　１：２,５００
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面積　約 14.2 ha

N南丹都市計画（南丹市）
特別用途地区の変更（案）　計画図

南丹市 -2
縮尺　１：２,５００

凡　例凡　例

変更区域変更区域

特定大規模小売店舗制限地区特定大規模小売店舗制限地区
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議案第３号 南丹都市計画城南町下サメ川地区地区計画の決定（南丹市決定）

について 

 

 

都市計画法第１９条第１項の規定により、下記のとおり付議します。 

 

 

記 

 

南丹都市計画城南町下サメ川地区地区計画の決定（南丹市決定）(案) 計画書 

 

南丹都市計画城南町下サメ川地区地区計画を次のように決定する。 
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「区域は計画図表示のとおり」 
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理 由 書 

 

本都市計画の決定を行う城南町下サメ川地区は、一級河川半田川に沿って形成された地

区であり、園部町市街地の西部に位置し、土地区画整理事業により整備された横田地区の

工業地域と隣接しているほか、幹線道路である都市計画道路横田小山東町線に面しており、

高い利便性を有している。 

本市のまちづくりの方向性を示す改訂第２版南丹市都市計画マスタープランでは、当該

地区を、多様な都市機能の集積を目指す「都市拠点」として位置付けているほか、「計画的

開発検討ゾーン（企業誘致検討ゾーン）」に位置付けており、土地利用の方針として、「新

たな開発を計画的に誘導することにより地域活力の向上に寄与すると見込まれる地域につ

いては、農林漁業との調整や都市計画のバランス、周辺環境への影響に配慮しながら、計

画的かつ適切な土地利用について検討を図る。」としているほか、「周辺の土地利用との調

和を図りつつ、工業系、商業系の土地利用の推進に向けた検討を図る。」としている。 

現在、当該地区では、計画的な市街地整備が見込まれていることから、京都府が予定し

ている市街化区域及び市街化調整区域の区域区分に関する都市計画の見直しにおいて市街

化区域への編入が予定されており、同時に用途地域等の都市計画についても変更を行う予

定である。 

これらを踏まえ、幹線道路沿道にふさわしい工業系、商業系の土地利用の適切な誘導を

図るとともに、周辺環境と調和の取れた良好な市街地の形成を図るため、城南町下サメ川

地区地区計画の決定を行う。 
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凡　例

地区計画区域

南丹都市計画（南丹市）
城南町下サメ川地区地区計画の決定（案）　総括図

縮尺　１：１０,０００

地区名地区名

区域面積区域面積

城南町下サメ川地区地区計画城南町下サメ川地区地区計画

約 2.5ha約 2.5ha
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河川
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道路端界水　路　端　界
（区画整理事業区境界）

N

凡　例凡　例

地区計画区域（地区整備計画区域）地区計画区域（地区整備計画区域）

南丹都市計画（南丹市）

城南町下サメ川地区地区計画の決定（案）　計画図

縮尺　１：２,５００
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議案第４号 南丹都市計画園部ＩＣ北地区地区計画の決定（南丹市決定） 

について 

 

 

都市計画法第１９条第１項の規定により、下記のとおり付議します。 

 

 

記 

 

南丹都市計画園部ＩＣ北地区地区計画の決定（南丹市決定）(案) 計画書 

 

南丹都市計画園部ＩＣ北地区地区計画を次のように決定する。 
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「区域は計画図表示のとおり」 
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理 由 書

本都市計画の決定を行う園部 IC 北地区は、京都縦貫自動車道園部 IC に隣接しており、

新名神高速道路等の高速交通網の整備が進む中、関西圏を中心に良好な交通利便性を有す

る土地のポテンシャルが非常に高い地区である。 

本市のまちづくりの方向性を示す改訂第２版南丹市都市計画マスタープランでは、当該

地区を、隣接する京都新光悦村工業団地と一体的に「産業拠点」として位置付けているほ

か、「計画的開発検討ゾーン（企業誘致検討ゾーン）」に位置付けており、土地利用の方針

として、「新たな開発を計画的に誘導することにより地域活力の向上に寄与すると見込まれ

る地域については、農林漁業との調整や都市計画のバランス、周辺環境への影響に配慮し

ながら、計画的かつ適切な土地利用について検討を図る。」としているほか、「広域的な交

通機能の結節点となる地域であり、民間活力も活用しながら、工業・流通サービス系の施

設の土地利用の推進に向けた検討を図る。」としている。 

現在、当該地区では、計画的な市街地整備が見込まれていることから、京都府が予定し

ている市街化区域及び市街化調整区域の区域区分に関する都市計画の見直しにおいて市街

化区域への編入が予定されており、同時に用途地域等の都市計画についても変更を行う予

定である。 

これらを踏まえ、隣接する京都新光悦村工業団地と一体的な産業拠点の形成を誘導する

とともに、周辺環境と調和の取れた良好な市街地の形成を図るため、園部 IC 北地区地区計

画の決定を行う。
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南丹都市計画（南丹市）
園部 IC 北地区地区計画の決定（案）　総括図

縮尺　１：１０,０００

凡　例

地区計画区域

地区名地区名

区域面積区域面積

園部 IC 北地区地区計画園部 IC 北地区地区計画

約 14.2ha約 14.2ha
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N南丹都市計画（南丹市）

園部 IC 北地区地区計画の決定（案）　計画図

縮尺　１：２,５００

凡　例凡　例

地区計画区域地区計画区域

地区整備計画区域（Ａ地区）地区整備計画区域（Ａ地区）

地区整備計画区域（Ｂ地区）地区整備計画区域（Ｂ地区）
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